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労働安全衛生法改正とその対応
2023

化学物質への理解を深め
自律的な管理を基本とする仕組みへ
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環境分析、作業環境測定、化学物質安全性試験
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日本分析化学会常任幹事、九州支部副支部⾧
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安衛法改正の概要とその対応緯
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労働安全衛生法
労働者の健康や安全の確保・快適な職場環境の構築を目的とした法律

事業者が実施すべき内容
１．安全管理者等の選任

安全管理者、衛生管理者、作業主任者、産業医等
２．安全委員会や衛生委員会の設置
３．安全衛生教育の実施
４．労働災害の防止措置
５．快適な職場環境づくり

作業環境、作業方法、疲労回復支援施設、職場生活支援施設
６．健康診断の実施

労働安全衛生法改正の経緯
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労働安全衛生法改正の経緯

後を絶たない労働災害
化学物質による労働災害は年間 450 件
法令による規制対象外物質を原因とするものは約８割
第三管理区分と評価された事業場の割合が増加傾向
リスクアセスメントの実施率は約 53％（H29）

労働安全衛生法改正の経緯

「労働安全衛生規則等の一部を改正する省令」（令和４年厚生労働省令第91号）
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平成２４年３月 大阪府内にある印刷事業場の労働者等から、化学物質の使用
により胆管がんを発症したとして労災請求

平成２４年６月 厚生労働省は全国の印刷事業場（５６１事業場）を対象として立
ち入り調査を実施

平成２４年７月 全国約１８，０００事業場を対象とする通信調査を実施
平成２４年９月 医学専門家等で構成される検討会を開催
平成２５年３月 洗浄剤に含まれる1,2-ジクロロプロパンを⾧期間に渡り高濃度

でばく露したことが原因で発症した蓋然性が高いとの報告書
平成２５年３月 １６名の労災認定。その後、合計３２名が労災認定
平成２５年７月 特定化学物質障害予防規則の措置対象物質に追加
平成２６年７月 世界保健機関の国際がん研究機関（ＩＡＲＣ）は1,2-ジクロロプロ

パンを「発がん性がある」（グループ１）と認定

1,2-ジクロロプロパンは、危険・有害な物質に対する個別規制（有機則や特化則）対象
外の物質であったが、使用量や使用法によっては労働者の安全や健康に害を及ぼすおそ
れがあることが分かった。

労働安全衛生法改正の経緯 ～印刷事業場の胆管がん問題～
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労働安全衛生法改正の経緯 ～染料工場で膀胱がん～

2015.12
染料工場で5人膀胱がん
原料のオルトートルイジンが原因か？
厚労省が調査開始
2016.7 オルト-トルイジンリスク評価書
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労働災害事例 ～職場の安全サイト～
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労働災害事例 ～職場の安全サイト～
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労働災害事例 ～職場の安全サイト～
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労働災害事例 ～職場の安全サイト～
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労働災害事例 ～職場の安全サイト～
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労働災害事例 ～職場の安全サイト～
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労働災害事例 ～職場の安全サイト～
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労働災害事例 ～職場の安全サイト～
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労働災害事例 ～職場の安全サイト～
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労働災害事例 ～職場の安全サイト～
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労働災害の発生

労災認定
労働安全衛生法違反罪
労働者からの訴訟 ～ 関係者引責
多額の保証金
事態の収拾に多大な時間とコスト
企業イメージの低下、社会的信用失墜

化学物質管理は、企業の経営リスクと直結する

労働安全衛生法改正の経緯

Copyright(C)2021 JEMAI All Rights Reserved

政府、労働組合、経営者団体、学会等専門家からなる検討会
2019.9～2021.7

報告書の概要 (2021.7)

① 日本の化学物質管理は「法令準拠型」
② 工場等で日常的に使われている物質は数万物質、用途もさまざま
③ 労働災害の多くは規制されていない物質により発生
④ 規模の小さい事業場での災害発生が多い
⑤ 物質の危険性・有害性情報を伝達する制度の対象が限定的

自律管理型への転換

① 化学物質の危険性・有害性に関する情報伝達を強化
② リスクアセスメントの実施と対策
③ 化学物質の自律的な管理のための実施体制を確立
④ 小規模事業場支援

18

労働安全衛生法改正の経緯
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安衛法 労働安全衛生規則等の改正

改正政令及び改正省令（令和４年２月24日公布）
「労働安全衛生法施行令の一部を改正する政令」（令和４年政令第51号）改め文
「労働安全衛生法施行令の一部を改正する政令」（令和４年政令第51号）新旧対照表
「労働安全衛生規則及び特定化学物質障害予防規則の一部を改正する省令（令和４年厚生労働省令第25号）

改正省令（令和４年５月31日公布）
「労働安全衛生規則等の一部を改正する省令」（令和４年厚生労働省令第91号）

告示
化学物質等の危険性又は有害性等の表示又は通知等の促進に関する指針の一部を改正する告示
（令和４年厚生労働省告示第190号）
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安衛法改正内容

１．化学物質管理体制の見直し
ラベル表示・通知
リスクアセスメントとばく露低減措置
皮膚等障害化学物質等への直接接触の防止
衛生委員会付議事項
健康診断の実施・記録作成

２．実施体制の確立
化学物質管理者・保護具着用責任者の選任
雇い入れ時等教育
職⾧等に対する安全衛生教育

３．情報伝達の強化
通知方法の柔軟化
「人体に及ぼす影響」の定期確認
通知事項の追加、含有量表示の適正化
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安衛法改正内容

１．化学物質管理体制の見直し
ラベル表示・通知
リスクアセスメントとばく露低減措置
皮膚等障害化学物質等への直接接触の防止
衛生委員会付議事項
健康診断の実施・記録作成

２．実施体制の確立
化学物質管理者・保護具着用責任者の選任
雇い入れ時等教育
職⾧等に対する安全衛生教育

３．情報伝達の強化
通知方法の柔軟化
「人体に及ぼす影響」の定期確認
通知事項の追加、含有量表示の適正化

21
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安衛法 労働安全衛生規則等の改正

22厚生労働省「新たな化学物質規制が導入されます」から引用

ラベル・SDS等による通知、リスクアセスメント対象物質の拡大
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安衛法 労働安全衛生規則等の改正

23厚生労働省「新たな化学物質規制が導入されます」から引用

ラベル・SDS等による通知、リスクアセスメント対象物質の拡大
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安衛法改正

ラベル表示・SDS等による通知対象物質の追加

厚生労働省「化学物質規制の見直しについて」から引用 24

23
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安衛法改正

ラベル表示・SDS等による通知対象物質の追加
２３４物質が追加（R6.4.1施行分）

25
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安衛法改正

ラベル表示・SDS等による通知対象物質の追加

>>>対応
□ 現時点で使っている化学物質の調査 ⇒化学物質調査票

□ 危険・有害性のある化学物質の絞り込み ⇒SDS、CHRIP、職場の安全サイト等

□ 作業場へのSDS設置、ラベル表示等の調査
□ 追加される通知対象物質の調査 ⇒リスクアセスメント情報収集

リスクアセスメント情報収集（例） 26
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安衛法改正

リスクアセスメント 令和5年のトピックス

１．濃度基準告示
67物質の濃度基準値（8時間濃度基準値、短時間濃度基準値）
が定められた

２．技術上の指針
確認測定の実施など、技術上の指針が示された

３．リスクアセスメント指針
リスクアセスメントの実施に関する指針が改定された

４．皮膚等障害化学物質
1125物質公開された

27

Copyright(C)2021 JEMAI All Rights Reserved

安衛法改正

リスクアセスメントの実施と暴露低減措置

１．危険・有害性が確認された全ての物質についてリスクアセスメントを実施する

２．濃度基準値が設定された物質は、濃度基準値以下としなければならない

３．その他の物質は労働者が暴露される濃度を最小限度にしなければならない

４．リスク低減措置は
ⅰ 代替物等を使用する
ⅱ 発散源を密閉する設備、局所排気装置または全体換気装置を設置し、稼働する
ⅲ 作業の方法を改善する
ⅳ 有効な呼吸用保護具を使用する

５．リスクアセスメントの結果と、その結果にく措置の内容等は、関係労働者に周知
するとともに、記録を作成し、次のリスクアセスメント実施までの期間（ただし、
最低３年間）保存しなければならない

28
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安衛法改正

６７物質について濃度基準値と適用方法が定められた
（R6.4.1施行）

29
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安衛法 労働安全衛生規則等の改正

30

リスクアセスメントの実施

厚生労働省「新たな化学物質規制が導入されます」から引用

29

30



16

Copyright(C)2021 JEMAI All Rights Reserved

安衛法 労働安全衛生規則等の改正

31

リスクアセスメントの実施
リスクアセスメント指針および
技術上の指針で詳細な方法が示さ
れた。

厚生労働省「新たな化学物質規制が導入されます」から引用

確認測定の実施
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安衛法改正

皮膚等障害化学物質等への直接接触の防止

皮膚・眼刺激性、皮膚腐食性または皮膚から吸収され健康障害を引き起こしうる
化学物質と当該物質を含有する製剤を製造し、または取り扱う業務に労働者を従
事させる場合には、その物質の有害性に応じて、労働者に障害等防止用保護具を
使用させなければなりません

保護眼鏡、不浸透性の保護衣、保護手袋または履物等適切な保護具

32

31

32
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安衛法改正

皮膚等障害化学物質
1125物質が通達により示された

33

皮膚等障害化学物質※１（労働安全衛生規則第594条の２（令和６年４月１日施行））及び特別規則に基づく不浸透性の保護具等の使用義務物質リスト
令和５年８
月４日時点

特化則等
※７

皮膚吸収
性有害物
質※５，６

皮膚刺激
性有害物
質※３，４

備考労働安全衛生法令の名称※２国によるＧＨＳ分類の名称CAS RN

●ベンゾ［ａ］ピレンベンゾ［ａ］ピレン50-32-8

●アセチルサリチル酸（別名アスピリン）アセチルサリチル酸50-78-2

●●ビス（２－クロロエチル）メチルアミン（別名ＨＮ２）ビス（２－クロロエチル）メチルアミン（ナイトロジェンマスタード）51-75-2

●●－２－ブロモ－２－ニトロプロパン－１，３－ジオール（別名ブロノポル）52-51-7

●ジメチル＝２，２，２－トリクロロ－１－ヒドロキシエチルホスホナート（別名
ＤＥＰ）

ジメチル＝２，２，２－トリクロロ－１－ヒドロキシエチルホスホナート（別名
トリクロルホン又はＤＥＰ）52-68-6

●ジベンゾ［ａ，ｈ］アントラセン（別名１，２：５，６－ジベンゾアントラセ
ン）ジベンゾ［ａ，ｈ］アントラセン53-70-3

●●ニコチン３－（１－メチル－２－ピロリジニル）ピリジン（別名ニコチン）54-11-5

●Ｎ，Ｎ－ジエチル亜硝酸アミドＮ－ニトロソジエチルアミン55-18-5

●チオりん酸Ｏ，Ｏ－ジメチル－Ｏ－（３－メチル－４－メチルチオフェニル）
（別名フェンチオン）

チオりん酸Ｏ，Ｏ－ジメチル－Ｏ－（３－メチル－４－メチルチオフェニル）
【フェンチオン】55-38-9

●－クロルヘキシジン55-56-1

●●ニトログリセリンニトログリセリン55-63-0

●アリル水銀化合物硝酸フェニル水銀55-68-5

●－３，３’－イミノジ（プロピルアミン）56-18-8

●ジエチル－パラ－ニトロフェニルチオホスフェイト（別名パラチオン）パラチオン56-38-2

●ベンゾ［ａ］アントラセンベンゾ［ａ］アントラセン56-55-3

●Ｏ－３－クロロ－４－メチル－２－オキソ－２Ｈ－クロメン－７－イル＝Ｏ’，Ｏ’’
－ジエチル＝ホスホロチオアート

Ｏ－３－クロロ－４－メチルクマリン－７－イルＯ，Ｏ－ジエチルホスホロチオ
アート【クマホス】56-72-4

●－イソチオシアン酸アリル57-06-7

●１，２，４，５，６，７，８，８－オクタクロロ－２，３，３ａ，４，７，７ａ
－ヘキサヒドロ－４，７－メタノ－１Ｈ－インデン（別名クロルデン）

１，２，３，４，５，６，７，８，８－オクタクロロ－２，３，３ａ，４，７，
７ａ－ヘキサヒドロ－４，７－メタノ－１Ｈ－インデン（別名クロルデン）57-74-9

●－

１，１’－［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ，５Ｒ，６Ｓ）－４－（｛５－デオキシ－
２－Ｏ－［２－デオキシ－２－（メチルアミノ）－アルファ－Ｌ－グルコピラノ
シル］－３－Ｃ－ホルミル－アルファ－Ｌ－リキソフラノシル｝オキシ）－２，
５，６－トリヒドロキシシクロヘキサン－１，３－ジイル］ジグアニジン（別名
ストレプトマイシン）

57-92-1

●１，２，３，４，５，６－ヘキサクロロシクロヘキサン（別名リンデン）１，２，３，４，５，６－ヘキサクロロシクロヘキサン（リンデン）58-89-9

●－４－クロロ－３－メチルフェノール59-50-7

●Ｎ－ニトロソモルホリンＮ－ニトロソモルホリン59-89-2

●パラ－フェニルアゾアニリンパラ－フェニルアゾアニリン60-09-3

●メチルヒドラジンメチルヒドラジン60-34-4

●
１，２，３，４，１０，１０－ヘキサクロロ－６，７－エポキシ－１，４，４ａ，
５，６，７，８，８ａ－オクタヒドロ－エキソ－１，４－エンド－５，８－ジメ
タノナフタレン（別名ディルドリン）

１，２，３，４，１０，１０－ヘキサクロロ－６，７－エポキシ－１，４，４ａ，
５，６，７，８，８ａ－オクタヒドロ－エキソ－１，４－エンド－５，８－ジメ
タノナフタレン（別名ディルドリン）

60-57-1

●●３－アミノ－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール（別名アミトロール）３－アミノ－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール（別名アミトロール）61-82-5

●アリル水銀化合物酢酸フェニル水銀62-38-4

●●アニリンアニリン62-53-3
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安衛法 労働安全衛生規則等の改正

34

暴露低減措置

厚生労働省「新たな化学物質規制が導入されます」から引用

33
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安衛法 労働安全衛生規則等の改正

35

がん原性がある物質
労働安全衛生規則第577条の２の規定に基づき作業記録等の30年間保存の対象とな
る化学物質の一覧（令和５年４月１日適用分）(抜粋) (約120物質)

https://www.mhlw.go.jp/content/11305000/001033355.pdf

Copyright(C)2021 JEMAI All Rights Reserved

安衛法改正

リスクアセスメントの実施と暴露低減措置
>>>対応
□ リスクアセスメント対象作業場、工程の調査
□ 作業場の状況調査
□ 化学物質SDS情報の収集
□ リスクアセスメントの実施 ⇒職場の安全サイト

□ リスク低減措置の実施 ⇒代替物、局所排気装置、 作業の方法改善、保護具

□ 皮膚等障害化学物質等への直接接触の防止 ⇒障害等防止用保護具

□ リスクアセスメントの結果、措置内容を関係労働者に周知
□ リスクアセスメント記録作成、保存

リスクアセスメント入力フォーム（例） 36

35

36
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安衛法改正

安衛法改正に対応したリスクアセスメントツール
・令和6年度施行される濃度基準値（⾧期、短時間）に対応
・令和6年度リスクアセスメント追加物質に対応
・皮膚等障害化学物質に対応
・バッチ処理で最高250物質のリスクアセスメント
・GHS分類３０００物質のデータ実装
・日本語対応高精度リスクアセスメントツール

TRA_Link5.0 最新版

化学物質管理ミーティングのJEMAIサイトで

動画公開中
デモ版（無料）はこちらで配付しています

https://www.chemical-info-jemai.net/ra

37

Copyright(C)2021 JEMAI All Rights Reserved

安衛法改正

衛生委員会の付議事項

以下の事項を追加し、化学物質の自律的な管理の実施状況の調査審議を行うことを義
務付ける
① 労働者が化学物質にばく露される程度を最小限度にするために講ずる措置に関す

ること
② 濃度基準値の設定物質について、労働者がばく露される程度を濃度基準値以下と

するために講ずる措置に関すること
③ リスクアセスメントの結果に基づき事業者が自ら選択して講ずるばく露防止措置

の一環として実施した健康診断の結果とその結果に基づき講ずる措置に関すること
④濃度基準値設定物質について、労働者が濃度基準値を超えてばく露したおそれがあ

るときに実施した健康診断の結果とその結果に基づき講ずる措置に関すること

38

37

38
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安衛法改正

健康診断の実施・記録作成等

リスクアセスメントの結果に基づき事業者が自ら選択して講ずるばく露防止措置
の一環として、リスクアセスメント対象物による健康影響の確認のため、事業者
は、労働者の意見を聴き、必要があると認めるときは、医師等（医師または歯科
医師）が必要と認める項目の健康診断を行い、その結果に基づき必要な措置を講
じなければなりません。

・濃度基準値設定物質について、労働者が濃度基準値を超えてばく露したおそれ
があるときは、速やかに、医師等による健康診断を実施しなければなりません。

・上記の健康診断を実施した場合は、その記録を作成し、５年間（がん原性物質
に関する健康診断は30年間）保存しなければなりません。

・リスクアセスメント対象物のうち、労働者にがん原性物質を製造し、または取
り扱う業務を行わせる場合は、その業務の作業歴を記録しなければなりません。

また、その記録を30年間保存しなければなりません 39

Copyright(C)2021 JEMAI All Rights Reserved

安衛法改正内容

１．化学物質管理体制の見直し
ラベル表示・通知
リスクアセスメントとばく露低減措置
皮膚等障害化学物質等への直接接触の防止
衛生委員会付議事項
健康診断の実施・記録作成

２．実施体制の確立
化学物質管理者・保護具着用責任者の選任
雇い入れ時等教育
職⾧等に対する安全衛生教育

３．情報伝達の強化
通知方法の柔軟化
「人体に及ぼす影響」の定期確認
通知事項の追加、含有量表示の適正化

40

39

40
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安衛法改正

化学物質管理者と保護具着用管理責任者の選任

41

Copyright(C)2021 JEMAI All Rights Reserved

安衛法 労働安全衛生規則等の改正

42

化学物質管理者

厚生労働省「新たな化学物質規制が導入されます」から引用

41

42
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安衛法 労働安全衛生規則等の改正

43

保護具着用管理責任者

Copyright(C)2021 JEMAI All Rights Reserved 44

リスクアセスメントの実施体制

実施内容説明担当者

リスクアセスメント実施総括管理事業の実施を総括管理する者
（事業所のトップ）総括安全衛生管理者

リスクアセスメント実施管理職⾧、班⾧など労働者を指導監督す
る地位にある者安全管理者､衛生管理者

リスクアセスメントの技術的業務化学物質管理に必要な能力を有する
者を指名化学物質管理者

保護具の選択、使用状況の管理等保護具について一定の知識と経験を
有する者保護具着用管理責任者

リスクアセスメント等を調査審議社内組織安全衛生委員会、安全
委員会、衛生委員会

対象となる化学物質、機械設備の
リスクアセスメントへ参画

化学物質の危険性、有害性、機械設
備等の専門知識を有する者専門的知識を有する者

技術的な助言を得るために活用が
望ましい

労働衛生コンサルタント、労働安全
コンサルタント、作業環境測定士、
インダストリアル･ハイジニスト

外部専門家

事業者は、関係者に必要な教育を実施する

43

44
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安衛法改正

雇い入れ時等教育の拡充
危険性・有害性のある化学物質を製造し、または取り扱う全ての事業場で、化学
物質の安全衛生に関する必要な教育を行わなければならない。

職⾧等に対する安全衛生教育が必要となる業種の拡大
安衛法第60条の規定で、事業者は、新たに職務につくこととなった職⾧その他の
作業中の労働者を直接指導または監督する者に対し、安全衛生教育を行わなけれ
ばならないとされています。その対象業種に、以下の業種が追加されます。
• 食料品製造業
• 新聞業、出版業、製本業、印刷物加工業

45

Copyright(C)2021 JEMAI All Rights Reserved

安衛法改正

実施体制の確立

>>>対応
□ 化学物質管理者の任命
□ 保護具着用管理責任者の任命
□ 化学物質管理責任者、保護具着用管理責任者の役割、業務内容を明確化した

文書の作成
□ 実施体制変更に伴う作業手順書の改訂
□ 雇い入れ時等教育訓練手順書等の改訂
□ 職⾧等に対する安全衛生教育を手順書に追記

46

45

46
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安衛法改正内容

１．化学物質管理体制の見直し
ラベル表示・通知
リスクアセスメントとばく露低減措置
皮膚等障害化学物質等への直接接触の防止
衛生委員会付議事項
健康診断の実施・記録作成

２．実施体制の確立
化学物質管理者・保護具着用責任者の選任
雇い入れ時等教育
職⾧等に対する安全衛生教育

３．情報伝達の強化
通知方法の柔軟化
「人体に及ぼす影響」の定期確認
通知事項の追加、含有量表示の適正化

47

Copyright(C)2021 JEMAI All Rights Reserved

安衛法 労働安全衛生規則等の改正

48

情報伝達の強化

厚生労働省「新たな化学物質規制が導入されます」から引用

47

48
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安衛法改正

SDS等の「人体に及ぼす作用」の定期確認と更新
・５年以内ごとに１回、記載内容の変更の要否を確認

・変更があるときは、確認後１年以内に更新

・変更をしたときは、SDS通知先に対し、変更内容を通知

SDS等による通知事項の追加と含有量表示の適正化
・SDSに「譲渡提供時に想定される用途及び当該用途における使用上の注意」を

追加
・SDSに記載する成分の含有量について、重量パーセントの記載

49
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安衛法改正

SDS等による通知方法の柔軟化
SDS情報の通知手段は、譲渡提供をする相手方がその通知を容易に確認
できる方法であれば、事前に相手方の承諾を得なくても採用できる。

改正後改正前

・文書の交付、磁気ディスク・光ディスクそ

の他の記録媒体の交付

・FAX送信、電子メール送信

・通知事項が記載されたホームページの

アドレス、二次元コード等を伝達し、閲

覧を求める

・文書の交付

・相手方が承諾した方法（磁気ディスクの

交付、FAX送信など）

50

49

50
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安衛法改正

その他
・化学物質を事業場内で別容器等で保管する際の措置の強化

・注文者が必要な措置を講じなければならない設備の範囲の拡大

・化学物質管理の水準が一定以上の事業場の個別規制の適用除外

・ばく露の程度が低い場合における健康診断の実施頻度の緩和

・作業環境測定結果が第３管理区分の事業場に対する措置の強化

51

Copyright(C)2021 JEMAI All Rights Reserved

安衛法改正

情報伝達の強化
>>>対応
□ SDS入手（配付）方法の見直し
□ 改定が必要なSDSリストの作成
□ 「人体に及ぼす作用」の定期確認と更新に関する手順書の作成
□ SDSに「譲渡提供時に想定される用途及び当該用途における使用上の注意」

を追加
□ SDSに記載する成分の含有量について、重量パーセントの記載
□ リスクアセスメント対象物質を他の容器に移し替えた場合ラベルの貼付

52

51

52
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安衛法改正 施行期日

厚生労働省「労働安全衛生法施行令の一部を改正する政令等の概要」から引用 53

新たな化学物質規制項目の施行期日

Copyright(C)2021 JEMAI All Rights Reserved

安衛法改正

54

新たな化学物質規制法に
関するチェックリスト

https://www.mhlw.go.jp/content/001093845.pdf

53

54
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安衛法改正

55

化学物質管理者専門的講習テキスト 総合版
リスクアセスメント対象物製造事業場・取扱い事業場向け

日本規格協会
https://webdesk.jsa.or.jp/books/W11M0100/index/?syohin_cd=340417

安衛法改正（厚労省）
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000099121_00005.html
安衛法改正概要（スライド）
https://www.roudoukyoku-
setsumeikai.mhlw.go.jp/briefing/20230518/3b8d60e683fd4feb82dfd5d9612d76b5.pdf
https://www.mhlw.go.jp/content/001093845.pdf
リスクアセスメント指針
https://www.mhlw.go.jp/content/11305000/001091296.pdf
技術指針
https://www.mhlw.go.jp/content/11305000/001091287.pdf
濃度基準
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_32871.html
https://www.mhlw.go.jp/content/11305000/001091286.pdf
リスクアセスメント追加対象物質234物質（R.5年分）
https://jsite.mhlw.go.jp/mie-roudoukyoku/content/contents/001107589.pdf
労働安全衛生総合研究所
https://www.jniosh.johas.go.jp/groups/ghs/arikataken_report.html

参考文献、サイト

Copyright(C)2021 JEMAI All Rights Reserved

安衛法改正に対するJEMAIのソリューション

リスクアセスメント支援
・対象物質拡大に対応する簡単で高精度のリスクアセスメントツールの提供
・リスク低減措置へのアドバイス
・体制構築へのコンサルティング
・安衛法改正とその対応に関するインハウスセミナーの実施

SDSの調査、作成
・改正安衛法対応SODS作成
・既存SDSの点検
・各国規制対応SDSの作成

安衛法改正についてご相談ください
https://www.chemical-info-jemai.net/

56

55
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④がん原性がある物 ２／２

1.1 安衛法改正(その後) ９／１０ (直近の動向と対応)

労働安全衛生規則第577条の２の規定に基づき作業記録等の30年間保存の対象とな
る化学物質の一覧（令和５年４月１日適用分）(抜粋) (約120物質)

https://www.mhlw.go.jp/content/11305000/001033355.pdf

Copyright(C)2021 JEMAI All Rights Reserved

Copyright(C)2023 JEMAI All Rights Reserved

国際化学物質管理支援センター

田嶋 晴彦

安衛法改正に対応した
リスクアセスメントツール

57
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覚えていますか？
あの労働災害のことを

安衛法リスクアセスメント

59

Copyright(C)2021 JEMAI All Rights Reserved

平成24年

大阪府内の印刷会社労働者 胆管がん を発症

16 人が発症、うち 8人が 死亡

有機溶剤１，２－ジクロロプロパンが原因

労災認定 労働安全衛生法違反罪
補償金 社長辞任

安衛法リスクアセスメント

60

59

60
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あなたの会社の中で、どこに 危険性 や 有害性

が潜んでいるか、きちんと調べていますか？

事故を起こすと、 保証金、社会的信用失墜

化学物質管理＝企業経営リスク管理

安衛法リスクアセスメント

61

Copyright(C)2021 JEMAI All Rights Reserved

安衛法リスクアセスメント

62

平成２６年 安衛法が改正され、化学物質のリスクアセスメントが

義務 となり、平成２８年６月１日に 施行 されました。

化学物質を取り扱う すべての事業者 が対象です。

62

61

62
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安衛法リスクアセスメント

63

しかし・・・

後を絶たない労働災害
化学物質による労働災害は年間 450 件
法令による規制対象外物質を原因とするものは約８割
第三管理区分と評価された事業場の割合が増加傾向
リスクアセスメントの実施率は約 53％（H29）

令和4年 労働安全衛生規則等の改正
化学物質への理解を深め自律的な管理を基本とする仕組みへ

63

Copyright(C)2021 JEMAI All Rights Reserved

安衛法リスクアセスメント

64 厚生労働省「労働安全衛生法の新たな化学物質 規制」から引用

化学物質規制の仕組み

現在

見直し後

64

63

64
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安衛法リスクアセスメント

1. 対象物質 ６７４→２９００物質に拡大

厚生労働省「新たな化学物質規制が導入されます」から引用

2. 濃度基準（8時間、短時間）と適用方法の設定
3. リスク低減対策が義務
4. 皮膚等障害物質への対応が義務

65

Copyright(C)2021 JEMAI All Rights Reserved

安衛法改正

1.ラベル表示・SDS等による通知対象物質の追加

厚生労働省「化学物質規制の見直しについて」から引用

リスクアセスメント対象物質は段
階的に約２９００物質に拡大

66

65
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安衛法改正

1.ラベル表示・SDS等による通知対象物質の追加
２３４物質が追加（R6.4.1施行分）

67

Copyright(C)2021 JEMAI All Rights Reserved

安衛法リスクアセスメント

2.濃度基準値と適用方法の設定（技術上の指針）

厚生労働省「新たな化学物質規制が導入されます」から引用 68

67

68



35

Copyright(C)2021 JEMAI All Rights Reserved

安衛法改正

６７物質について濃度基準値と適用方法が定められた
（R6.4.1施行）

69
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安衛法改正

４．皮膚等障害化学物質
1125物質が通達により示された

70

皮膚等障害化学物質※１（労働安全衛生規則第594条の２（令和６年４月１日施行））及び特別規則に基づく不浸透性の保護具等の使用義務物質リスト
令和５年８
月４日時点

特化則等
※７

皮膚吸収
性有害物
質※５，６

皮膚刺激
性有害物
質※３，４

備考労働安全衛生法令の名称※２国によるＧＨＳ分類の名称CAS RN

●ベンゾ［ａ］ピレンベンゾ［ａ］ピレン50-32-8

●アセチルサリチル酸（別名アスピリン）アセチルサリチル酸50-78-2

●●ビス（２－クロロエチル）メチルアミン（別名ＨＮ２）ビス（２－クロロエチル）メチルアミン（ナイトロジェンマスタード）51-75-2

●●－２－ブロモ－２－ニトロプロパン－１，３－ジオール（別名ブロノポル）52-51-7

●ジメチル＝２，２，２－トリクロロ－１－ヒドロキシエチルホスホナート（別名
ＤＥＰ）

ジメチル＝２，２，２－トリクロロ－１－ヒドロキシエチルホスホナート（別名
トリクロルホン又はＤＥＰ）52-68-6

●ジベンゾ［ａ，ｈ］アントラセン（別名１，２：５，６－ジベンゾアントラセ
ン）ジベンゾ［ａ，ｈ］アントラセン53-70-3

●●ニコチン３－（１－メチル－２－ピロリジニル）ピリジン（別名ニコチン）54-11-5

●Ｎ，Ｎ－ジエチル亜硝酸アミドＮ－ニトロソジエチルアミン55-18-5

●チオりん酸Ｏ，Ｏ－ジメチル－Ｏ－（３－メチル－４－メチルチオフェニル）
（別名フェンチオン）

チオりん酸Ｏ，Ｏ－ジメチル－Ｏ－（３－メチル－４－メチルチオフェニル）
【フェンチオン】55-38-9

●－クロルヘキシジン55-56-1

●●ニトログリセリンニトログリセリン55-63-0

●アリル水銀化合物硝酸フェニル水銀55-68-5

●－３，３’－イミノジ（プロピルアミン）56-18-8

●ジエチル－パラ－ニトロフェニルチオホスフェイト（別名パラチオン）パラチオン56-38-2

●ベンゾ［ａ］アントラセンベンゾ［ａ］アントラセン56-55-3

●Ｏ－３－クロロ－４－メチル－２－オキソ－２Ｈ－クロメン－７－イル＝Ｏ’，Ｏ’’
－ジエチル＝ホスホロチオアート

Ｏ－３－クロロ－４－メチルクマリン－７－イルＯ，Ｏ－ジエチルホスホロチオ
アート【クマホス】56-72-4

●－イソチオシアン酸アリル57-06-7

●１，２，４，５，６，７，８，８－オクタクロロ－２，３，３ａ，４，７，７ａ
－ヘキサヒドロ－４，７－メタノ－１Ｈ－インデン（別名クロルデン）

１，２，３，４，５，６，７，８，８－オクタクロロ－２，３，３ａ，４，７，
７ａ－ヘキサヒドロ－４，７－メタノ－１Ｈ－インデン（別名クロルデン）57-74-9

●－

１，１’－［（１Ｒ，２Ｒ，３Ｓ，４Ｒ，５Ｒ，６Ｓ）－４－（｛５－デオキシ－
２－Ｏ－［２－デオキシ－２－（メチルアミノ）－アルファ－Ｌ－グルコピラノ
シル］－３－Ｃ－ホルミル－アルファ－Ｌ－リキソフラノシル｝オキシ）－２，
５，６－トリヒドロキシシクロヘキサン－１，３－ジイル］ジグアニジン（別名
ストレプトマイシン）

57-92-1

●１，２，３，４，５，６－ヘキサクロロシクロヘキサン（別名リンデン）１，２，３，４，５，６－ヘキサクロロシクロヘキサン（リンデン）58-89-9

●－４－クロロ－３－メチルフェノール59-50-7

●Ｎ－ニトロソモルホリンＮ－ニトロソモルホリン59-89-2

●パラ－フェニルアゾアニリンパラ－フェニルアゾアニリン60-09-3

●メチルヒドラジンメチルヒドラジン60-34-4

●
１，２，３，４，１０，１０－ヘキサクロロ－６，７－エポキシ－１，４，４ａ，
５，６，７，８，８ａ－オクタヒドロ－エキソ－１，４－エンド－５，８－ジメ
タノナフタレン（別名ディルドリン）

１，２，３，４，１０，１０－ヘキサクロロ－６，７－エポキシ－１，４，４ａ，
５，６，７，８，８ａ－オクタヒドロ－エキソ－１，４－エンド－５，８－ジメ
タノナフタレン（別名ディルドリン）

60-57-1

●●３－アミノ－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール（別名アミトロール）３－アミノ－１Ｈ－１，２，４－トリアゾール（別名アミトロール）61-82-5

●アリル水銀化合物酢酸フェニル水銀62-38-4

●●アニリンアニリン62-53-3
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安衛法リスクアセスメント

リスクアセスメントの流れ（技術上の指針）

数理モデル
CREATE SIMPLE
ECETOC TRA
コントロールバンディング

確認測定
作業環境測定
個人ばく露測定

リスク低減措置
代替物
密閉･排気･換気
作業方法改善
呼吸用保護具

71

☆ ポイント ☆
数理モデルによってリスクアセスメント結果が異なる。
精度の高いツールを使わないと、確認測定やリスク
低減措置に多大な時間を使うことになる

Copyright(C)2021 JEMAI All Rights Reserved

安衛法リスクアセスメント

72

いろいろなリスクアセスメントツール

72

71

72
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リスクの見積り

リスクアセスメント支援ツール（職場の安全サイト）

名称 特色

厚生労働省版コントロール・
バンディング

ILO（国際労働機関）が中小企業向けに作成した作業者の安全管理のための簡易リスクアセスメントツールをわが国で簡易
的に利用できるように厚生労働省がWeb システムとして改良、開発したもの。液体・粉体作業用と主に粉じん則に定める粉じん
作業用の2つのシステムあり。化学物質の有害性情報、取扱い物質の揮発性・飛散性、取扱量から簡単にリスクの見積もりが
可能。

作業別モデル対策シート
主に中小規模事業者など、リスクアセスメントを十分に実施することが難しい事業者を対象に、専門性よりも分かりやすさや簡潔
さを優先させ、チェックリスト、危険やその対策を記載したシート。リスクレベルは考慮せずに作業毎に代表的な対策を記載。平成
31年3月に粉じん作業を中心に拡充、更新を行った。

CREATE-SIMPLE
主にサービス業や試験・研究機関などの化学物質取扱事業者に向けた簡易なリスクアセスメントツール。取扱い条件（取扱
量、含有率、換気条件、作業時間・頻度、保護具の有無等）から推定したばく露濃度とばく露限界値（またはGHS区分情
報）を比較する方法。 平成31年3月に、経皮吸収による健康リスクと危険性のリスクを同時に見積もることが可能となった。

検知管を用いた化学物質の
リスクアセスメントガイドブック

簡易な化学物質の気中濃度測定法のひとつである検知管を用いたリスクアセスメント手法のガイドブック。SDS交付義務対象
物質のうち検知管で検知可能な化学物質の一覧や検知管の原理などについても整理されている。Microsoft Excelを活用し
た評価ツールに測定結果を入力することで、簡便にリスクの見積もりが可能。

業種別のリスクアセスメント
シート

化学物質を取り扱う3業種の具体的な作業と代表的取扱い物質を反映したリスクアセスメント支援シート（中小規模事業場で
の使用を前提）。

ECETOC TRA
欧州REACHに基づく化学物質の登録を支援するために開発された、定量的なリスクアセスメントが可能なリスクアセスメント支援
ツール。欧州化学物質生態毒性および毒性センター（ECETOC）が開発。

73
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ILOの化学物質のリスク簡易評価法等を用いてリスクを見積る。

リスクの見積り （コントロール・バンディング）

73
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サービス業や試験・研究機関向けの簡易なリスクアセスメントツール。取扱い条件から推
定したばく露濃度とばく露限界値を比較する方法

リスクの見積り （CREATE SIMPLE）

Copyright(C)2021 JEMAI All Rights Reserved 76

簡易な化学物質の気中濃度測定法のひとつである検知管を用いたリスクアセスメント手法。
評価ツールに測定結果を入力することで、簡便にリスクの見積もりが可能。

リスクの見積り （検知管を用いた化学物質のリスクアセスメント）

75

76
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ECETOC（欧州化学物質環境毒性センター）がREACH規制対応のために開発。化学物質
の物理化学的性状、毒性データ、使用状況等を入力することで、作業者ばく露濃度を正確
に推定し、リスク特性比が計算できる。

リスクの見積り （ECETOC TRA）
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安衛法リスクアセスメント

78

リスクアセスメントツールによる

リスクアセスメント結果の違い

78

77

78
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安衛法リスクアセスメント

79

ケース１ 塗装作業

化学物質：トルエン

成分含有量：1-5%

作業内容：吹付塗装

作業時間：4時間以上

換気状態：局所排気装置

全体換気装置

79
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リスクアセスメントツールによる結果の違い

コントロール・バンディング ｖｓ ECETOC TRA

リスクレベル ４（リスク高い）
⇓

化学物質の使用中止、代替化
保護具の使用
換気装置の設置などの対策

リスク特性比 0.09
ばく露濃度がばく露限界を相当程度下回る

⇓
リスク低減措置を検討する必要なし

79

80



41

Copyright(C)2021 JEMAI All Rights Reserved

安衛法リスクアセスメント

81

化学物質：ピリジン

成分含有量：1-5%

作業内容：化学実験

作業時間：２時間

換気状態：局所排気装置

ケース２ 小規模化学実験

81
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リスクレベル Ⅲ（リスク高い）
⇓

リスクを下げる対策を実施しましょう｡
耐透過性・耐浸透性の手袋を着用しましょう。
目や皮膚に有害な影響があります。適切な労働衛生保護具を着用しましょう。

82

リスクアセスメントツールによる結果の違い

CREATE SIMPLE ｖｓ ECETOC TRA

リスク特性比 0.122
ばく露濃度がばく露限界を相当程度下回る

⇓
リスク低減措置を検討する必要なし

81

82
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安衛法リスクアセスメント

リスクアセスメントの流れ

数理モデル
CREATE SIMPLE
ECETOC TRA
コントロールバンディング

確認測定
作業環境測定
個人ばく露測定

リスク低減措置
代替物
密閉･排気･換気
作業方法改善
呼吸用保護具

83

精度が悪いと、リスクは高めに出て、
確認測定やリスク低減措置の実施
にコスト、時間がかかる

精度高くて、簡単なリスクアセスメント
ツールが欲しい

Copyright(C)2021 JEMAI All Rights Reserved

安衛法リスクアセスメント

84

精度が高く、操作が簡単な
リスクアセスメントツール

日本語リスクアセスメントツール

TRA_Link

84

83

84
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【ECETOC TRAに着目】
ECETOC TRAは、ECETOC(欧州化学物質環境毒性センター)がREACH規制対応
のために開発したシミュレーションモデルで、化学物質の物理化学的性状、毒性
データ、使用状況等を入力することで、作業者暴露濃度を正確に推定し、リスクア
セスメントができる優れたツールです。詳細なパラメータを入力することで、実際の
作業場での暴露濃度が精度よく推定できます。

安衛法リスクアセスメント

85
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しかし・・・
ECETOC TRA は英語ツール。使いこなすにはかなりのスキルが必要

ECETOC TRA

85
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そこで・・・新リスクアセスメントツール TRA_Link を独自に開発

新リスクアセスメントツール TRA_
Link

日本語で簡単入力

リスクアセスメント
結果が返ってくる

TRA_Link ECETOC TRA

ボタン一つでデータを転送
高精度のリスクアセスメント
を行う

簡単日本語入力で、精度の高いリスクアセスメント
結果が得られる！！
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新リスクアセスメントツール TRA Link

日本語で簡単入力
単位も自動変換 リスクアセスメント結果が

保存、活用できる

最高２５０物質のバッチ処理ができ、
あっというまにリスクアセスメント完了

厚労省通達（基発0918第3号)に
準じたレポートが作成できる

こんな機能もあります

87

88
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新リスクアセスメントツール TRA Link

こんな機能もあります

SDS表示ボタンを押すとポップ
アップでSDSが表示される

Copyright(C)2021 JEMAI All Rights Reserved 90

リスクアセスメント情報データを実装（安衛法改正対応）

政府GHS分類約3000物質のSDSをAIで読み込み、リスクアセ

スメントに必要な情報をまとめたデータ集を実装

ばく露限界

濃度基準値
（8時間、短時間）

皮膚等障害化学物質

R6追加物質

GHS3法対象物質

新リスクアセスメントツール TRA Link

90

89

90



46

Copyright(C)2021 JEMAI All Rights Reserved

TRA_Link によるリスクアセスメント

91

TRA_Link の操作法

（基本編）

91
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想定作業： 塗装作業

化学物質：トルエン

成分含有量：1-5%

作業内容：吹付塗装

作業時間：4時間以上

換気状態：局所排気装置

全体換気装置

TRA_Link によるリスクアセスメント

92

91
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TRA_Link、ECETOC TRA、SDSを用意する

TRA_Link によるリスクアセスメント

93
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TRA_Link によるリスクアセスメント

トルエンのCAS番号を入力

化学物質情報の入力

94

93
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TRA_Link によるリスクアセスメント

[SDS情報収集]を押すと
物質情報が自動入力される

化学物質情報の入力

95
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TRA_Link によるリスクアセスメント

作業場名を入力

作業内容を選択する
作業内容の解説は
[プロセスカテゴリー]を参照

作業内容の入力

96

95

96
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TRA_Link によるリスクアセスメント

産業か専門職を選択

粉じん量を入力

換気の状態を選択

含有量を選択

保護マスクの種類を選択

保護手袋の種類を選択

作業時間を選択

保護マスクの種類を選択

[TRA_Link] ボタンを押すと、リスクアセスメ

ントが実行され、結果が表示される。

作業内容の入力

97
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TRA_Link によるリスクアセスメント

リスク特性比（リスクアセスメント結果）
長期吸入、短時間吸入が計算される
（濃度基準値を用いて計算される）
１以上だとリスクは大きい、
1未満だとリスクは大きくないと判断

皮膚等障害化学物質
リスクアセスメント対象物質が表示される

リスクアセスメント結果

98

推定ばく露濃度

97

98
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TRA_Link によるリスクアセスメント

[保存] ボタンを押すとリスクアセスメ
ント結果が保存される。

結果の保存

99
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TRA_Link によるリスクアセスメント

[記録作成] ボタンを押すとリスクアセ
スメント記録が作成される

記録の作成

10
0
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TRA_Link によるリスクアセスメント

リスクアセスメント実施記録（例） 厚労省通達（基発0918第3号)に
準じたレポートが作成できる

10
1
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TRA_Link によるリスクアセスメント

同一作業場で複数の物質を扱う場合、最高250物質のバッチ処

理ができ、リスクアセスメントから記録作成まで自動化できる

バッチ処理

10
2
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TRA_Link によるリスクアセスメント

リスクが大きい結果であった場合は、化
学物質の代替、換気条件、作業時間、
保護マスク、保護手袋等の条件を変更
して、リスクが小さくなる方法を検討する。

リスク低減措置の検討

10
3

優先順位
①危険性又は 有害性の低い物質への代替
②工学的対策
③管理的対策
④有効な 保護具の使用
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日本語リスクアセスメントツール

TRA_Link
特長

１．ECETOC TRAによる精度の高いリスクアセスメント

２．日本語入出力でかんたん

３．最高250物質のバッチ処理

４．結果の保存、レポート作成機能

５．政府GHS分類約3000物質の物性情報等を実装

６．安衛法改正に対応（追加物質、濃度基準、皮膚等障害化学物質）

TRA_Link によるリスクアセスメント

10
4
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TRA_Link によるリスクアセスメント

105

リスクアセスメント実践編

10
5
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TRA_Link によるリスクアセスメント

106

作業場の作業内容調査

・リスクアセスメントは、作業場、作業工程ごとに行うことが基本。

・自社にはどのような作業場あるか、作業内容は何か、そこでどの

ような材料、薬品等が使われているかをまとめる。

・作業場のリスクをスクリーニングし、優先順位をつけてリスクアセ

スメントを進める。

10
6

105
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TRA_Link によるリスクアセスメント

107

作業場調査ソフト RA_Workshop

・作業場、作業内容、SDSを調査しまとめるソフト（データベース）

・各作業場・作業内容についてリスクをスクリーニング（優先順位）

・TRA_Linkと連動してリスクアセスメントを自動化する

10
7RA_Workspace
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TRA_Link によるリスクアセスメント

108

リスクアセスメント実施の流れ

１.作業場、作業内容、SDSを調査する

２．RA_Workshop にSDSを登録する

３．RA_Workshop に作業場の状況を登録する

４．作業場ごとにリスクアセスメントスクリーニングを行う

５．リスクアセスメント優先順位をつける

６．優先順位の高い作業場からリスクアセスメントを実施する

（RA_Workshop のデータは TRA_Link と連動）

７．リスクアセスメント結果を RA_Workshop に保存する

10
8
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TRA_Link によるリスクアセスメント

109

１.作業場、作業内容、SDSを調査する

10
9

塗装作業場 メッキ室 開発試験室
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TRA_Link によるリスクアセスメント

２．RA_Workshop にSDSを登録する

11
0

SDS内容を入力する

SDS

SDSをデータベースとして登録する

SDSをpdfファイルとしを保存しておけば
ダブルクリックで表示できる

109
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TRA_Link によるリスクアセスメント

３．RA_Workshop に作業場の状況を登録する

11
1

作業場の状況を入力する

作業場状況をデータベースとして登録する

登録したSDSを入力する
（ダブルクリックでSDSを表示できる）
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TRA_Link によるリスクアセスメント

４．作業場ごとにリスクアセスメントスクリーニングを行う

11
2

①リスクアセスメントボタンを押す

作業場状況をデータベースとして登録する

②SDSに含まれる化学物質が集約され、濃度基準
等の情報が記載される。

③濃度基準値、リスクアセスメント対象物
質等の情報から優先順位が表示される

111
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TRA_Link によるリスクアセスメント

５．リスクアセスメント優先順位をつける

11
3

作業場データベースには、RA実施日、RA結果、RA
レポート欄があるので、スクリーニング結果から作業
場の優先順位をつける

Copyright(C)2021 JEMAI All Rights Reserved

TRA_Link によるリスクアセスメント

６．優先順位の高い作業場からリスクアセスメントを実施する

11
4

②RAパラメーターがTRA_Linkの「バッチ処理」にコピーされる
③「バッチ処理＋記録」ボタンを押すとリスクアセスメントを実施、レポートが作成される

RA_Workshop

TRA_Link

①「TRA_Linkにコピー」ボタンを押す

113
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　統括責任者　　　　　　化学物質管理者 　保護具着用　　　　　　　　　　班長
　管理責任者

実施年月日 実施者

2023.12.21 △△　△△

No. 化学物質の名称
危険性又は

有害性
作業の種類 作業状況、危険性有害性、ばく露の程度 取扱量

負傷疾病発

生可能性
リスク低減対策 採用したリスク低減対策

措置後の

リスク

1 トリレンジイソシアネート
0.005 ppm

(TWA)
 工業用吹き

付け塗装
蒸気圧不明のため推定濃度不明 不明 局所排気装置、全体換気装置 局所排気装置、全体換気装置 －

2 エチルベンゼン
20 ppm
(TWA)

 工業用吹き
付け塗装

推定ばく露濃度　10.5ppm
リスク特性比
0.535

局所排気装置、全体換気装置 局所排気装置、全体換気装置 1

3 キシレン
50 ppm

(TWA)

 工業用吹き

付け塗装
蒸気圧不明のため推定濃度不明 不明 局所排気装置、全体換気装置 局所排気装置、全体換気装置 －

4 酢酸エチル
200 ppm
(TWA)

 工業用吹き
付け塗装

推定ばく露濃度　4.2ppm
リスク特性比
0.021

局所排気装置、全体換気装置 局所排気装置、全体換気装置 1

5 酸化チタン（Ⅳ）
0.3 mg/m3

(TWA)
 工業用吹き

付け塗装
蒸気圧不明のため推定濃度不明 不明 局所排気装置、全体換気装置 局所排気装置、全体換気装置 －

6 エチレングリコール
10 ppm
(TWA)

 工業用吹き
付け塗装

推定ばく露濃度　2.52ppm
リスク特性比
0.257

局所排気装置、全体換気装置 局所排気装置、全体換気装置 1

7 メタノール
200 ppm

(TWA)

 工業用吹き

付け塗装
推定ばく露濃度　21ppm

リスク特性比

0.107
局所排気装置、全体換気装置 局所排気装置、全体換気装置 1

8 イソプロピルアルコール
200 ppm
(TWA)

 工業用吹き
付け塗装

推定ばく露濃度　6.3ppm
リスク特性比
0.032

局所排気装置、全体換気装置 局所排気装置、全体換気装置 1

9 シュウ酸  (TWA)
 工業用吹き

付け塗装
蒸気圧不明のため推定濃度不明 不明 局所排気装置、全体換気装置 局所排気装置、全体換気装置 －

　GHS分類等

　荷姿 液体

塗装作業場 ○○　○○

リスクアセスメント実施記録

　SDS名称 CT001プライマー、CT002ローラー、CT003ニス

調査等の対象 実施管理者

TRA_Link によるリスクアセスメント

７．リスクアセスメント結果を RA_Workshop に保存する

11
5

TRA_Linkで作成したリスクアセスメント実施記録をｐｄｆファイルで保存する

Copyright(C)2021 JEMAI All Rights Reserved

TRA_Link によるリスクアセスメント

７．リスクアセスメント結果を RA_Workshop に保存する

11
6

作業場データベースに、RA実施日、RA結果、RAレ
ポート（ｐｄｆファイル名）を入力する。

レポートはダブルクリックで表示される。
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新リスクアセスメントツール TRA Link

リスクアセスメント、TRA_Linkの詳しい案内は

https://www.chemical-info-jemai.net/ra

Copyright(C)2021 JEMAI All Rights Reserved 118

新リスクアセスメントツール TRA Link

TRA_Linkデモ版を無料で配付しています

https://www.chemical-info-jemai.net/ra
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化学物質による事故を防ぐために

化学物質による事故を防ぐために

11
9
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化学物質による事故を防ぐために

・化学物質による疾病数は年間約200人

・特化物等の規制対象物質以外が8割

・中毒は15%、眼・皮膚障害が85%

・リスクアセスメントを実施すれば防げた

事故が多い

12
0
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化学物質による事故を防ぐために

今までは、国が化学物質を指定、ばく露防

止措置を一律に定めていた。

新しい仕組みは、国が情報を提供し、事業

者が情報をもとにリスクアセスメント、ばく

露防止対策を自律的に行う。

12
1
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化学物質による事故を防ぐために

法律で決まっていることだけ守ればいい。
マスクや保護具は作業の邪魔になる。
今まで事故が起こっていないので大丈夫。

化学物質の危険性を正しく知る。
リスクアセスメントでどこにリスクがあるか調べる。
事故が起こる前に対策する。

自分の健康は自分で守る
12
2
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化学物質による事故を防ぐために

厚生労働省「新たな化学物質規制が導入されます」から引用

Copyright(C)2021 JEMAI All Rights Reserved 124

化学物質による事故を防ぐために

厚生労働省「新たな化学物質規制が導入されます」から引用
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材料を他の容器に移し替えて保管するときはラベルが必要

化学物質による事故を防ぐために

Copyright(C)2021 JEMAI All Rights Reserved 126

SDS/GHSを勉強しよう JEMAIのセミナー

化学物質による事故を防ぐために

https://www.e-jemai.jp/seminar/chemicals.html#2

https://www.chemical-info-jemai.net/sdsの読み方

SDSの読み方 JEMAIのメルマガ

125
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自分の仕事のリスクアセスメントをやってみよう

化学物質による事故を防ぐために

TRA_Link

Copyright(C)2021 JEMAI All Rights Reserved

リスクが高いときは確認測定とリスク低減対策

数理モデル
CREATE SIMPLE
ECETOC TRA
コントロールバンディング

確認測定
作業環境測定
個人ばく露測定

リスク低減措置
代替物
密閉･排気･換気
作業方法改善
呼吸用保護具

化学物質による事故を防ぐために

128
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確認測定

化学物質による事故を防ぐために

全国労働安全衛生センター連絡会議HPより引用

厚生労働省「新たな化学物質規制が導入されます」から引用

129
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ばく露防止対策

化学物質による事故を防ぐために

厚生労働省「新たな化学物質規制が導入されます」から引用
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ばく露防止対策 局所排気装置

化学物質による事故を防ぐために
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ばく露防止対策 局所排気装置

研究実験施設・環境安全教育研究会HPより引用

化学物質による事故を防ぐために
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ばく露経路

化学物質による事故を防ぐために

厚生労働省「新たな化学物質規制が導入されます」から引用
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保護具

化学物質による事故を防ぐために

厚生労働省「新たな化学物質規制が導入されます」から引用
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TRA_Link によるリスクアセスメント

本日の講習は以上です

自らが使っている化学物質のことを正しく知り、
適切な取り扱いを行うことで事故は防げます。

知る こと 行動 することで

自分の健康は自分で守りましょう

13
5
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